



















Hoskins， W. G.， Essays in Leicestershire History， 1950; do.， 'The Leicestershire 
Farmer in the Seventeenth Century'， Agricultural History， 1951. XXV; do.， The 
Midland Peasant， 1957; Thirsk， ].， Fenland Farming in the Sixteenth Century， 
1953 ; doリ EnglishPeasant Farming， 1957等があげられる。このほか，遺産目録を
利用した論文，史料集等も多いが，煩墳にわたるので省略する。



























(5) Finberg， H. P. R.， ed.， The Agrarian History of England and Wales， N. 1500-
1640， 1967 ; Kerridge， E.， Agricultural Revolution. 1967; doサ AgrarianProblems 
in the Sixteenth Century and After， 1969 ; Baker， A. R. H. and Butlin R. A.， ed.， 
























(6) 例えば， Hoskins， op. cit.， Essays， p.178 ; do.， Midland Peasants， p.185 ; Finberg， 






























(1) Havingdon， M. Aリ Householdand Farm Inventories in Oxfordshire， 1550~1590， 






められた順序に従って1， 2， 3， ・・・という形で示すことにしたい。
表1 動産規模と農業経営規模の関係
同|芸品平川農業関係資産 l
£動Is. I均d. £ !As|d.|1%B £ lA s.|dl |% B 
10ー (A) 24 6 1_EL_2 3 17 5 55.4 3 2 。44.6 
10 .-20 20 13 14 5 9 10 。69.6 4 4 5 30.4 
20 ~ 30 16 23 12 5 18 。。76.5 5 12 5 23.5 
30 --40 10 34 2 10 28 8 11 83.3 5 13 11 16.7 
40 ~ 50 15 42 10 2 32 4 7 77.1 10 5 7 22.9 
50 ~ 60 8 52 3 2 36 17 6 70.7 15 5 8 29.3 
60 ~ 80 8 70 8 3 58 。3 82.3 12 9 2 17.7 
80 ~100 5 89 7 I 1 74 5 15 I 1 4 16.7 




















して中農範障に含めることができょう o A 40"-'60層は経営規模2ヤードランド
程度と推定され，家財額は以下の層とはやや目立った相違がある O 雇用労働の













地権・借家権をもっ者は8人であり(目録番号 78，104， 139， 178， 191， 201， 223， 
231，大多数は土地保有農である。それはまた当時の農民経営の発展が保有地を基盤
とするものであったことを示すものでもある。
(4) ホスキンスもレスター州について同様の事態を指摘している (Hoskins，op. cit.， 
Essays， p. 154. また，拙稿「農民経済におけるブ、ノレジョア化の発展J(堀江英一編
『イギリス革命の研究1青木書庖)62~64ページを参照。
(5) 後述， 82-83ペー ジ参照。




i 作 物 i 家畜|農具
A I B I A I B I A I B 
es I ~ I d. I ~ I es I ~ I d. I似 1Zlsld|%
10-(a) 1 。6 26.6 2 64.7 。7 1 8.7 
10 ~ 20 2 7 6 26.2 6 。7 63.2 1 。2 10.6 
20 ~ 30 5 12 4 31. 2 9 15 5 54.3 2 2 7 14.5 
30 ~ 40 11 17 6 40.0 14 4 4 48.5 2 7 1 11.5 
---1 
40 ~ 50 11 18 5 37.0 13 7 9 41. 6 6 18 5 21. 4 
50 ~ 60 14 3 2 38.4 19 。4 51. 6 3 14 。10.0 
60 ~ 80 22 6 。37.9 29 17 8 51. 5 6 。11 10.6 
80 ~100 23 16 。32.4 41 1 2 54.2 9 6 2 12.4 












(7) 後述， 73， 74， 77~81ページ参照。
(8) 後述， 73， 76ペー ジ参照。
(9) 作物価額がヤードランド単位で示されている 6目録の場合(目録番号 132，136， 
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表4 作付率の地域的対比(%)
麦|ライ麦 l大 麦|カラス麦|豆 類| 麻
オクスフォー 、園聞戸圃園.‘、，田ーー-
ド州 21. 5 52.5 0.1 25.9 
(リ15ン30~カ 1ン600州〉
Fenland 8.9 2.3 54.0 0.2 28.6 6.0 
Marshland 32.3 4.6 30.5 2.0 30.6 
Upland 9.4 4.4 58.9 9.3 27.9 
Clayland 21. 6 6.6 38.4 2.5 30.9 
レスター州
1500 ~ 31 13.8 5.0 37.6 0.4 43.2 
1558 8.6 8.6 35.8 8.5 38.5 
1588 8.5 4.0 38.5 3.0 46.0 
前掲3表，および Hoskins，op. cit.， Essays， pp. 166， 168， 171， Thirsk， op. cit.， 
Engllish Peasant Farming， pp. 39， 78， 89， 102より作成。
(furlong)等の他の単位に求めねばならないということになり，開放耕地制











側 Hoskins，op. cit.， Essays， pp. 166~167; do.， Midland Peasant， pp. 67~69; 







3の4の農民 (57年5月没〉は「耕圃にある乾草をつくるための牧草 (crassto 
make haie in the feld 2 lodes) Jをもち， 171の農民 (87年5月没〉は「牧
草地，レイ，および囲地の牧草 (theherbage of meades leys and closes)_1 
をもっている O また， オックスフォードの St.Gilesのー農民 (82年4月没〉














るO そ江で， レイの効果をみるには 5'"'-'10月と11'"'-'2月の両期間の家畜数を比
~92ページを参照。






















£ I s. I d. 羊|牛|馬|豚
計 I5~1O月 1(") ~ f"¥ C C' n r C' A ，.，平 12 I 5 I 9 I 55.2 I 6.5 I 4.7 I 5.2 誌 I(6農民)I .l.L. v :J vv.L. U. v et. I 
蔀 IV~~dh~ 月 7 I :i I 10 I c) 1 I 4 R I 2 c) I ti"IS  ~.L" EIR'" ~ ~ I  3 9. .8 .9 3 - I(9農民) I 0 .1V I ;;1..1 I et.<J I L..;;1 I 
高 111~2 月 1(\ 1 c '7 cn.，..， I c c! () c' I ~~ 1 i#t~~~ I 10 I 5 7 59.7 I 5.5 I 2.5 I 5 地 (1農民) .1V v I v;;1. I V.V L.. v 
ω 家畜の冬季大量屠殺とし、う伝説的見解は最近では疑問視されており，開放耕地制の
家畜飼養能力はそれほど軽視すべきでないとしヴ見解が有力となっている。例えば，
Hoskins， op. cit.， Essays， p. 174; Kenyon， G. H.， 'Kirdford Inventories， 161l~ 
1776'， Sussex Archaeological Collections (SACと略)， vol. 93， 1955 ; Cornwall I.，



























(14) Kerridge， Agricultural Revolution， p.217. 
間例えば，この地域に属する GreatRollright のー農民は (129，動産額Æ lO~20 で
表には含めず)，羊60頭をもちながら作物はもっていない。 また， Chipping Norton 
のー 農民 (205)は作物価額A2に対して119頭， 牛10頭， 馬 1頭をもっO 両者とも
借地の記録はないので、彼等の牧畜は恵まれた放牧地に依存したものと思われるのであ
る。
(16) 最近の研究ではレイ農法の意義を強調するものが多い。例えば， Hoskins， op. cit.， 
Essays， pp. 140~144， 174~175; do.， Midland Peasant， pp. 161~164; Thistk， 














Land， pp. 74， 85 ; Cornwall 0ν. cit.， pp. 82~83. たしかに， レイ農法は家音飼養
の増大によって穀作発展の可能性を与え，また，新たな輪作体系の事実上の形成を意
味するものでもある (Hoskins，op. cit.， Essays， p.143) という点，農業生産力発展
の新たな段階を画するものといえる。こうした一般的意義を否定するわけではない
が，これと個々の地域でのレイの内容・効果如何はまた別の問題だろう。例えば， レ
スター州 WigstonMagna は16世紀末からレイが普及していたが， 18世紀初頭には村
全体の家畜数が減少し，全村的な放牧規制が実施されるとし、う状況であった(Hoskins，
op. cit.， Midland Peasants， pp. 240参照。また，地域によりレイの内容が異なる点





間役畜が4頭立であることは，例えば， I型耕用役牛4頭 (4plowe bullocks) Jと
いうような表現から推察される (77，154の場合〉。
(18) 車は旧来のものとともに ironbound cartも普及しだしている。この ironbound 
cartと鋤が他の農具類と区別されて別個に評価されてし、し、場合をみると(71，77， 80 











101役1121 3 I牛:1 5 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4馬i5 6 1 7 1 8 1_91 
lO-(A) I 22 I 1 I I 1I I I 22 I 2 
10 ~ 20 17 2 1 12 3 2 3 
20 ~ 30 14 2 5 3 1 4 1 2 
--， 
30 ~ 40 9 1 1 1 3 3 2 
40 ~ 50 10 1 4 1 1 2 2 1 5 3 
50 ~ 60 7 1 1 5 2 
60 ~ 80 5 1 1 l 1 2 1 2 2 
80 ~100 4 1 3 1 1 
100~120 4 1 1 1 1 2 
側 ホスキンスはレスター州について16世紀を下るとともに役馬の使用が普及してきた
ことを指摘している (Hoskins，op. cit.， Essays， pp. 176~177)。おそらく，ここでの
事態も同じ傾向を示すものであろう。














I 0 I 1 1 2 1 3 I 4 I 5 I 6 I 7 1 8 1 
1O-(A) 18 4 1 l 
10 ~ 20 10 3 3 3 1 
20 ~ 30 5 3 1 3 3 1 
30 ~ 40 1 1 1 4 1 2 
40 ~ 50 2 2 1 5 2 1 1 
50 ~ 60 1 4 2 1 
60 ~ 80 1 1 1 2 1 l 1 
80 ~100 1 1 1 1 l 












帥 このうち 2名はそれぞれ2ヤー ドランド， 1士ヤードラ γ ドを耕作することが明白
であり (176，248)，他の場合は作物価額から推定しうる。他の農民は 68，75， 78， 
81， 89， 102， 123， 135， 138， 139， 143， 144， 155， 166， 168， 176， 205， 217， 












農 コ自rて 総 額(A) 鋤所有数 車所有数
1|!|ili!!日|山|:011 121 314 。11 1 2 I 3 1 4 
10一 (A) 23 1 24 24 
10 ~ 20 9 10 1 13 1 7 11 8 1 
20 ~ 30 5 4 3 3 1 8 1 7 8 5 3 
30 ~ 40 1 1 2 1 1 3 116 1 5 4 
40 ~ 50 1 1 2 1 10 2 113 3 6 5 1 
50 ~ 60 l 1 1 1 2 2 1 6 1 2 4 2 
60 ~ 80 1 2 4 1 1 4 2 1 1 5 2 
80 ~100 3 2 2 2 1 1 4 
一一一一一
100~120 I 1 1 2 I 1 I 1 I 1 3 2 
ω 鋤無所有者のうち農業を引退したと思われる者1名 (75)，牧畜の比重大なる者2
名 (137，205)， 他は 78，89， 17， 139， 15， 16， 168， 217， 240車無所有者の
うち前記 7のほか牧畜の比重大なる者2名 (137，205)， 他は 89，135， 152， 
15， 16， 168， 201， 217， 25， 244。農具額Æ1~2 以下のうち， 前記 75のほか
牧畜の比重大なる者 1名 (138)，他は 130，139， 149， 152， 15， 16， 197， 201， 
205， 244。鋤無所有の場合は他人から借用するか，村落共同体共用の鋤に依存してい
たのであろう。ホスキンスはレスター州についてこうした制度の存在を指摘している





















10-(A) 10 2 7 5 
10 ~ 20 5 4 3 3 1 2 1 1 
20 ~ 30 4 2 2 2 4 2 
30 ~ 40 2 1 1 1 1 1 2 1 
40 ~ 50 4 1 3 2 1 1 2 1 
50 ~ 60 4 1 1 1 1 
60 ~ 80 2 1 1 1 2 
80 ~100 1 1 2 1 





























20 - 40 1 1 l 1 l 
40 - 50 J島 l l 1 l 
50 - 60 1 l 2 













I 0 I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I叩 16Z
10一 (A) 8 10 4 1 1 
10 - 20 5 6 l 6 2 
20 - 30 2 1 I 4 4 、4. 1 :，'.-0: : 
30 - 40 4 1 3 1 j " 
40 - 50 8 ;l長 1 1 1 
50 - 60 2 1 1 2 1 1 
60 - 80 2 1 1 2 2 
2 1 1 1 
100 - 120 I I 









民運動(l)J(U'宮大経済論集~，第16巻，第1 ・ 2号， お-13ペー ジ参照。
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30 ~ 40 
40 ~ 501 1 1 1 1 土!千1+千|寸-1ート1-1-11-11-
50 ~ 60 1 1 2 111111111 








































住居の様式を整理するとほぼ次のようになる。すなわち， (1) ホール (hall)， 
ノミー ラー (parlor)，厨房 (kitchen)から成るチューダ一期の最も標準的なタイ
プ， (2) ホール，寝室 (chamber)，厨房から成るもの， (3) ホールと厨房だけ
のもの， (4) Iホールに (inthe hall) Jの見出しのもとに全動産が一括して示さ
れているもの， (5) 室の区別が全く示されていないもの， (6) 増改築の跡がう
かがわれるものO 以上のうち， (4)， (5)は様式不明として処理するほかないが，
ω 遺産目録を利用した多くの研究はこの点に着目して16~17世紀の農民の住居様式の
変化を検討し， 16世紀後半から17世紀前半にかけて住居の増改築が普及したことを指
摘している。例えば， Barley， M. W.，‘Farmhouses and Cottages， 1550~1725，' Ec. 
H. R.， Second series， VII， No. ~ (1955) ; Hoskins， op. cit.， Ml:dland Peasant， pp. 
283-307 ; Skipp， V. H. T.， 'EconomIC and Social Change in the Forest of Arden， 
1fi:jO~1649' ， Jlgricultural History Review， vol. 18 (1970)， Supplement. 
-81 -
表13 農民住居の室数
|不明[ 1 2 3 4 5 6 7 
10-(A) 18 5 
10 ~ 20 17 2 1 
20 ~ 30 13 2 1 
30 ~ 40 4 2 4 
40 ~ 50 10 4 1 
50 ~ 60 3 1 2 1 
60 ~ 80 6 1 1 
80 ~100 4 1 
100十 2 1 1 1 
計 77 2 18 4 4 1 1 1 
(1)'"'-'(3Jの旧来のタイプのいずれかに属するすることはほぼまちがし、なし、。また，






に反映されている。例えば， Iホールの上の部屋 (chamberover hall)j， Iパ
ーラーの上の部屋 (chamberover parlor)j とある場合は旧来の住居に二階が
増築されたことを示しており， I上の部屋 (upperchamber， high chamber)j 
は同様の増築か，家屋全体の改築かのいずれかの場合であろう。また， I中の































(Cash， M.， Devon Inventories of the Sixteenth and Seventeenth Centuries， 1965， 
pp. 17~107) 。
側 Kerridge，E.， ed.， Surveys of the Manors of Philiρ， First Earl of Pembroke 
and Montgomery 1631~2， Wiltshire A何 haeologicaland Natural I-listory， Records 
Branch， vol. IX， 1953. この所領における農業発展の全体的な状況については，拙稿














































'Inclosures in England in the Sixteenth Century'， QUαrterly Journal of Economics. 
XVII， 1903; do・， 'The Midland Revolt and the Inquisitions of Depopulation of 
1607'， Transactions of the Royal Historical Society， NS.， XVIII， 1903 ; Leonard， E.
M.， 'The Inclosures of Common Fields in the Seventeenth Century'， TRHS， NS.， 
XIX， 1905等を参照。
(3) 前掲拙稿「農民経済におけるプノレジョア化の発展J， 89~90ページ参照。
(4) Gray， H. L.， 'Yeoman Farming in Oxfordshire from the Sixteenth Century to 
the Nineteenth'， Quarterly J，仰 rnalof Economics， vol. XXIV， 1910， pp. 308~313 
参照。
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